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11. {'曽措弁逸説痘嶺群0)4例
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ロート胞や Straightback等の胸郭異常を停った 
MVPの4剖を呈示した。イ差損弁逸説の原因について辻
様々な疾患があるが心疾患の合傍のない原因不明のもの
は30%にも及ぶ。またこのようなものに高頻震に鞠郭異
常の合評がみられる。その説明として増幅弁や臆索が発
生学的に胸権と詞じ捨生7遺目に完成され，この時期に
おける異常の関与が指擁されている。しかし詳細は不明
であり今後の研究がまたれるところである。 
12.大動鹿内パJレーンパンピングが奏効したと患われ
る心第硬塞の 119~
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昭和53年4月より詔和54年11月までに27名の心蕗硬塞
患者をみ， 13名について血行動態をみた。クラスNの4
名に対し， ドーパミン，車管拡張剤等を患いたが， うち 
3例はクラス Eに改善， 工例は内科治療に抵設し，大動
脈内パノレーンパンピングを旋行， クラス Iに改善をみ
た。今後は， 急J住期』こ IABPを用いて心機語を改善さ
せ，緊急冠動脈造影を行ない外科手術に結び、つける方向
をとるべきであろう。 
13.誌 ENA抗体が異常高鐘を示した心包炎の 1症例
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患者誌， 28歳女性。関節痛， レイノー現象で発症。主
訴は，不明熱，呼吸困難。胸部X線で心陰影拡大を認め
入院。 UCGで心包設貯習を認めた。 RA廿， ANF揚
性等より謬原病を疑い，ステロイド治療軽'訣した。その
抱の検査所見として，抗 ENA抜体が高値であり，それ
は長 RNP抗体であった。また，抗 DNA8， LE紐
鞄 8， CH 50は正堂であった。現時点で辻，本症例は 
MCTDの可能性が強いと考える。 
14.粟粒結核を伴って発症した Weber-Christian病
の1OU 
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症例， 71歳，女。昭和54年 6月末 380C台の発熱をも
って発症。腹部レ線上南{員ns市野全斧に小斑状陰影を認め
られ， 8月当読入院となり，胃液著養より結核菌を検出
し，ツ反強陽性，抗結核3誌に反応して下熱したため粟粒
結核と診新された。同時に腹部及び、大腿に赤紫色で庄痛
のある多発性の皮下硬結を認め， 生検により Weber-
Christian病と診断された，経過中に抵コレステロール
血症，白車球減少を認めた。粟粒結核と Weber-Chris-
tIan病の同時発症は興味深い。 
15.家譲性器尿酸血誼を示し，好酸球堪却を伴う心内
膜心箆炎を援われた 1吾'U
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患者は33歳の男性で食後の悪心意識聾害で来説。入院
中のむ寵乱末構血液所見から Lδ宜ler・の女子酸球性壁心
内膜炎の診断がつけられた。好酸隷増加に関する検索で
辻 Toxocaracanisの皮膚スクラッチテストが 9x10j45 
X28， リラシジン，セファメジンの皮内テストで全身の
発疹掻捧が出現した以外異常所見なし。低京酸.rfu.症は男
兄弟 3名中 2名が抵尿故笹で女姉妹2名が王常下界であ
った。その発生機岸に関して誌今後さらに精査が必要と
思われる。 
16. CPK高値を示した Pseudohypoparathyroidism 
(type 1)の1例
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症例:47歳，男。現病歴:幼時から抵身長，最近，皮
下骨彊と上肢重感及び胸痛が出現。現症:短身邑円形顔
貌。毅査成績:血請 Ca6.4mg/dl，P 3.9mg/dl，PTH 
O.4ng/ml，CPK 127mu/ml，Ellisworth-五owardtest 
で尿中リン及び cyclicA羽P反志陰性。経過:低 Ca-
血症誌乳穀 Caと 1α-OHDsによ担是正。 CPK高誼が
続き第生殺するも形態学的に異常なし。考案:Pseudo-
hypoparathyroidismに合詳した羽yopathyは1969年， 
Capeが筋縄窟内 phosphorylaseAの欠乏と報告。本例
は2例目と思われる。
